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第
三
十
一
審

第
一
蹴

(
題
審
簡
百
八
十
一
一
明
)

昭
和
五
年
七
月
費
行

論

叢

簿
記
の
出
穫
に
於
げ
る
一
問
題

貸
借
掛
照
表
を
帯
記
の
蛤
ど
な
す
見
解
仁
就
い
~
て上

野

道

輔

緒
言

=
簿
記
白
出
費
に
於
け
る
貸
借
封
照
表

三
財
産
目
録
と
貸
借
封
照
表

四

現
金
設
立

五

貸
借
艶
照
表
-r

簿
言s

穴
複
式
簿
記
の
生
成
と
貸
借
封
照
表

-1: 

g
-
B
E
E
S
F
m
得
統
的
定
義
。
決
算
残
高
勘
定

八
位
向
言

ー

簿
記
又
は
舎
計
の
金
曜
系
を
説
明
す
る
じ
方
h
.
業
の
出
後
馳
仁
於
て
先
づ
貸
借
掛
照
表
を
持
来
、
h
J
、
貸
借
劃

照
表
を
基
本
さ
し
て
簿
記
又
は
曾
計
を
説
明
し
、
簿
記
理
論
又
は
曾
計
理
論
を
建
設
せ
h
U
T
』
す
る
の
企
圃
は
、
夙

高品

叢

簿
記
白
出
費
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

第

就



第
三
十
一
巻

二
ク

p
ッ
シ
九
の
二
勘
定
系
統
読
等
に
於
て
之
を
見

允
の
で
あ
る
。
又
ア
メ

y
カ
に
あ
り
で
は
ス
プ
V

イ
グ
の
名
著
『
曾
計
の
原
思
』
じ
於
げ
る
左
記
の
文
章

簿
記
白
出
費
に
於
け
る
一
問
題

に
ド
イ
ヲ
に
ゐ
り
で
は
ぺ

Y
7
1
ナ
I
H
の
一
勘
定
系
統
詑
、

論

叢

第
一
披

E
H
1
]同
市

σmH}伊
ロ
円
目
印
}
岡
町
内
同

B
m
G
Y
寸
町

g
Z
H
m
m
g
z
E
t〈
OH}向
。

『

戸

口

出

nno=ロ
門
戸
口
円
}
コ
チ
巾

C
円
一
位
ロ

mHロ
【
同

円
。
ロ
山
門
弘
同
『
巾
己

F日
常

『

B
5
5
0『
内
〈
向
円
〈
山
門
円
。

E
H円・

は
其
の
以
後
に
於
け
る
多
く
の
曾
計
奉
書
に
引
用
せ
ら
れ
、
貸
借
勢
照
表
が
曾
計
の
始
仁
し
て
且
つ
絡
な
り
さ
の

見
解
は
贋
く
認
め
ら
る
、
所
ざ
な
っ
た
の
で
あ
る
の

貸
借
掛
照
表
又
は
貸
借
劉
照
表
方
程
式
を
基
本
ざ
す
る
簿
記
理
論
殊
に

d
Y
9
1
ナ

1
の
準
説
及
び
-
一
ク

9
ッ

ジ
且
の
皐
設
に
閲
し
て
は
、
業
の
準
設
の
紹
遁
並
び
に
批
判
を
既
に
他
の
機
舎
に
於
て
な
し
花
。
而
し
て
簿
記
理

論
淫
し
て
は
ジ
孟

l
ャ

1
の
稀
ふ
る
所
の
資
本
方
程
式
を
基
本
ざ
す
る
二
勘
定
系
統
設
を
以
て
、
最
も
優
れ
た
る

も
の
な
り
芭
考
へ
る
の
で
あ
る
。

今
此
所
に
貸
借
曹
照
表
を
簿
記
の
出
費
賠
に
於
け
る
問
題
ざ
し
て
考
究
せ
む
ざ
す
る
は
、
簿
記
理
論
の
基
本
開

係
を
示
す
も
の
は
貸
借
掛
照
表
又
は
貸
借
封
照
表
方
程
式
な
り
さ
な
す
事
読
に
閲
す
る
検
討
の
一

っ
さ
し
て
、
次

の
二
黙
に
関
し
て
Y

あ
る
。

第
一
、
簿
記
の
出
接
馳
に
於
て
輿
へ
ら
れ
た
る
貸
借
劃
照
表
は
、
舎
計
上
第
一
・
択
的
の
計
算
的
所
産
で
あ
る
か
。

第
二
、
貸
借
封
照
表
を
基
本
さ
し
て
簿
記
の
勘
定
記
入
を
説
明
す
る
は
、
本
末
を
顛
倒
せ
る
考
へ
方
で
は
無
い

Berliner， 1~a_nfred; Buchhaltungs_und Bi1anze1D.-Lehre， Hannover _ 18.23: 
Nicklisch， Heinrich; Allgemeine Kaufmannisehe Betτiebslehre als Pri valwirt-
schaftslehre des lianùel~ (un~ uer Imlustrie). Band 1. _ ~tl.lt:'f!ar!: 1912・
Sprague， Charles Ezra; TlIe Philosophy of Accmmts_ New York， 1907， 5・Erl_
1922_ p-30_ 
拙!著「簿記理論のI肝究』第四、主及び犬輩。
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カa
o 

是
れ
で
ゐ
る
。

第
一
の
問
題
は
、
貸
借
劃
照
表
を
以
て
簿
記
又
は
合
計
の
始
な
り
ご
な
す
見
解
に
於
て
、
所
謂
司
令
の
始
一
な

h
J己

は
正
確
に
解
縛
す
れ
ば
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
。
企
業
の
成
立
し
た
る
時
に
於
て
、
先
づ
第
一
に
貸
借
劃
照
表

が
作
成
せ
ら
れ
、
然
も
其
の
貸
借
封
照
表
土
の
諸
項
目
の
決
定
は
総
て
其
の
貸
借
封
照
表
の
作
成
に
於
て
曾
計
上

原
始
的
、
第
一
夫
的
に
な
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
。
否
か
。
此
の
如
、
さ
意
味
に
於
て
は
貸
借
封
照
表
を
舎
計
上
、

計
算
上
、
第
一
次
的
の
者
ご
し
て
興
へ
る
こ
ど
は
、
事
買
の
正
確
な
る
認
識
に
非
ゃ
、
従
っ
て
正
常
な
ゐ
見
解
で

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
貸
借
劉
照
表
の
以
前
に
於
て
他
の
舎
計
上
の
或
者
の
存
在
を
認
め
、
貸
借
封
照
表
は
第

二
夫
的
の
者
で
あ
る
注
解
す
る
こ
さ
が
正
営
で
は
な
い
か
。
之
を
換
言
す
れ
ば
、
簿
記
の
出
費
貼
に
於
け
る
貸
借

掛
照
表
の
成
立
は
、
業
の
前
行
傑
件
ざ
し
て
財
産
目
録
の
作
成
を
必
-
要
さ
す
る
の
で
は
な
い
か
。
曾
計
の
始
は
貸

倍
劃
照
表
で
あ
る
さ
一
般
に
帯
す
る
げ
れ
ど
も
、
貸
借
潤
照
表
の
以
前
に
財
産
目
録
の
存
在
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
此
の
貼
に
闘
す
る
考
究
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

突
に
第
二
の
問
題
さ
し
て
は
、
貸
借
調
照
表
な
る
も
の
、
殊
に
借
方
貸
方
の
雨
部
分
よ
り
成
る
勘
定
形
式
を
有

す
る
貸
借
封
照
表
が
、
先
づ
前
に
存
在
し
、
簿
記
の
記
録
、
殊
に
借
方
貸
方
の
雨
部
分
よ
り
成
る
勘
定
形
式
に
依

る
記
録
は
、
貸
借
劃
照
表
の
記
録
形
式
に
依

h
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
貸
借
掛
照
表
の
借
方
に
掲
げ
ら
れ
た
る
項
目

をム
両岡

叢

簿
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棋
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於
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一
問
題
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第
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Z命

議

簿
記
の
出
資
に
於
け
る
一
問
題

第
三
寸
一
巻

四

第
一
務

四

-
|
現
金
、
商
品
、
什
器
、
建
物
等
の
資
産
項
目
ー
ー
は
、
夫
れ
が
貸
借
封
照
表
の
借
方
項
目
な
る
が
故
に
、
其

の
理
由
に
基
き
、
簿
記
が
勘
定
形
式
に
依
b
て
之
を
記
録
す
る
仁
方
り
、
現
金
勘
定
の
借
方
、
商
品
勘
定
の
借
方

等
、
凡
て
勘
定
の
借
方
に
記
入
す
る
の
で
あ
り
。
又
貸
借
封
照
表
の
貸
方
に
掲
げ
ら
れ
た
る
項
目
1

1
負
債
項
目

及
び
資
本
項
目
ー
ー
は
、
同
じ
〈
夫
れ
が
貸
借
劃
照
表
の
貸
方
項
目
な
る
が
故
に
、

主
(
の
理
由
仁
基
k

豆
、
ぞ
れ

人
、
の
勘
定
に
於
て
之
を
貸
方
に
記
入
す
る
の
で
ゐ
る
。
簿
記
に
於
げ
る
勘
定
記
入
の
借
方
貸
方
の
決
定
は
、
主
(

の
項
目
の
貸
借
調
照
表
に
於
け
ろ
位
置
に
依
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
貸
借
調
照
表
が
本
で
あ
り
、
第
一
戎
的
の
も

の
で
あ
っ
て
、
簿
記
の
勘
'
定
は
末
で
み
h
J
、
第
二
夫
的
の
も
の
で
ゐ
る
。

此
の
如
、
芳
一
見
解
、
考
ヘ
方
が

E
営
で
あ
る
か
否
か
を
考
察
せ
む
ざ
す
る
こ
ど
が
、
第
二
の
問
題
で
あ
る
。

ーー

企
業
の
設
立
ゐ
れ
ば
必
中
企
業
の
財
産
及
び
資
本
の
成
立
が
同
時
じ
あ
る
。
財
産
な
く
資
本
な
き
企
業
の
成
立

又
は
存
在
は
想
像
す
る
を
得
な
い
。
而
し
て
企
業
の
成
立
あ
旬
、
財
産
及
び
資
本
の
成
立
あ
れ
ば
、
則
も
簿
記
は

此
の
如
き
財
産
及
び
費
本
を
胡
定
形
式
に
依
り
て
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
是
れ
簿
記
の
最
初
の
職
分
に
し

て
、
簿
記
の
出
費
は
此
所
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
於
て
簿
記
の
記
録
の
封
象
た
り
材
料
た
る
財
産
及

ぴ
責
本
の
航
態
は
、
抑
々
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
、
何
に
依
り
て
輿
へ
ら
れ
る
か
。
是
れ
簿
記
の
出
愛
貼
に
於

て
先
づ
第
一
に
起
る
ぺ
き
問
題
で
あ
る
。



貸
借
掛
照
表
を
以

τ簿
記
の
拍
め
な
り
ど
な
す
見
解
に
在
h
ノ
て
は
、
此
の
問
題
に
劃
し
て
、
夫
れ
は
貸
借
劃
照

表
で
あ
る
さ
答
へ
る
で
あ
ら
う
。
貸
借
劃
照
表
の
作
成
に
依
り
て
、
一
財
産
即
も
責
産
(
A
)
の
吠
態
、
二
資
本
即

ち
他
人
資
本
叉
は
負
債
(
P
)
及
び
自
己
責
本
又
は
企
業
主
資
本
(
K
)
の
航
路
が
決
定
せ
ら
れ
、
殊
に
一

A
の
構
成

部
分
旬
品
一
向
等
は
貸
借
封
照
表
の
借
方
に
掲
げ
ら
れ
、
コ
p
の
構
成
部
分
hm
恥
恥
等
及
び
自
己
資
本
K
は
其
の
貸

方
じ
掲
げ
ら
れ
る
。
此
の
一
如
〈
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
奥
へ
ら
れ
た
る
材
料
ど
簿
記
は
貸
借
劃
照
表
よ
り
勘
定
形
式

に
依
る
簿
記
の
帳
簿
に
移
し
記
録
す
る
の
で
あ
る
。
簿
記
に
於
け
る
向
勘
定
、

LF
勘
定
、

h
勘
定
等

l
l現
金
勘

定
、
商
品
勘
定
、
什
鵠
勘
定
等
)
|
は
貸
借
劉
照
表
白
借
方
に
於
け
る

h

h

h
等
を
記
錐
し
、

i勤
定

ル
ト
勘
定

F
勘
定
等

l
l仕
入
先
勘
定
、
支
捕
手
形
勘
定
、
借
入
金
勘
定
等
ー
ー
は
同
じ
く
貸
借
封
照
表
の
貸
方
に
於
げ
る

刊
日
、
ド
等
を
記
録
し
、

K
勘
定

l
l資
本
金
勘
定
ー
ー
は
K
を
記
錦
す
る
の
で
ゐ
る
。

此
の
如
く
説
明
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。

然
れ
ざ
も
貸
借
劃
照
表
に
掲
げ
ら
れ
た
る
A
、
P
及
び
K
、
殊
に
A
の
構
成
部
分
丸
山
b
-

恥
必
ず
ぷ
び
P
の
構
成
部
分

九
円
円
科
等
は
、
抑
々
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
か
。
換
言
す
れ
ば
貸
借
調
照
表
の
作
成
が
果
し
て
企
業
設
立

営
初
に
於
け
る
最
初
の
曾
計
的
手
績
で
あ
る
か
。
業
の
以
前
に
他
の
曾
計
的
手
績
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
。

日
く
、
財
産
目
銀
の
作
成
が
存
在
す
る
。
財
産
白
銀
の
作
成
に
依
ふ
り
て
h
L
-
L，
等
及
び
抗
日
れ
等
が
決
定
せ
ら

れ
、
従
っ
て
A
及
び
P
が
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο

慨
に
A
及
び
P
が
決
定
す
れ
ば
、

A
よ
b
p
を
差
引
き
て

言命

簿
記
の
出
資
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
会

豆王

第
一
致

互E

叢

A は AktiV:lの略。
P は Passivao略。
I三は KapitaleJ略。
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叢

簿
記
の
出
資
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

← 1ー
ノ、

第
一
波

~. 
p 、

得
た
る
獲
高
ご
し
て
K
が
見
出
さ
れ
、
斯
く
し
て
A
、
y
、
K
が
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
此
所
に
初
め
て
貸

借
掛
照
表
の
作
成
に
必
要
な
る
総
て
の
材
料
が
奥
へ
ら
れ
る
に
至
る
の
で
ゐ
る
。
此
の
場
合
に
於

τ特
に
注
意
を

要
す
る
駐
は
、

A
、
P
、
K
の
決
定
せ
ら
れ
る
順
序
で
あ
る
。
此
等
三
種
の
項
目
は
前
後
の
順
序
な
く
、
同
時
に

決
定
せ
ら
れ
る
に
は
非
守
し
て
、

A
及
び
P
が
先
づ
各
々
の
各
構
成
部
分
の
計
算
評
慣
に
依
り
て
決
定
せ
ら
れ
、

然
る
後
K
一か

A
及
び
P
に
由
hf
て
計
算
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
財
産
日
銀
の
作
成
は
此
の
勅
な
明
瞭
に

す
る
こ
ぜ
仁
依
り
て
、
措
記
理
論
の
構
成
生
考
へ
る
上
に
特
じ
重
要
な
る
意
義
な
有
す
る
も
の
で
わ
る
。

簿
記
の
出
愛
知
を
貸
借
針
照
表
に
置
く
所
の
見
解
は
.
此
の
勤
に
就
い
て
明
瞭
な
る
匡
別
を
設
け
な
い
。
而
し

て
其
れ
は
貸
借
掛
照
表
作
成
に
必
要
な
る
材
料
が
如
何
じ
し
て
奥
へ
ら
れ
る
か
を
究
明
せ
や
、
貸
借
劃
照
表
作
成

の
前
に
財
産
目
録
作
成
の
存
在
す
る
こ
芝
を
明
か
に
認
識
せ
ぎ
る
に
原
因
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

商
法
は
第
二
十
六
俸
に
於
て
、
商
人
の
開
業
の
時
又
は
舎
祉
の
設
立
登
記
の
時
に
、
動
産
、
不
動
産
、
債
券
、

債
務
其
他
の
財
産
の
縄
目
銑
1

1剖
も
財
産
日
銀

l
l及
び
貸
方
借
方
の
封
照
表
1

1
即
ち
貸
借
封
照
表
ー
ー
ー
を

作
る
こ
さ
を
要
す
る
回
目
を
規
定
す
る
o

即
ち
企
業
が
設
立
す
れ
ば
直
に
葉
の
財
産
の
扶
態
を
、
総
て
の
財
産
構
成

部
分
に
付
い
て
賞
地
に
調
査
計
算
し
、
評
債
を
行
ひ
て
適
営
な
る
慣
値
を
附
し
、
以
て
設
立
財
産
目
録
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
に
依
ム
リ
て
財
産
の
詳
細
な
る
内
容
を
明
か
に
す
る
さ
同
時
に
、
又
財
産
の
綜
括
的
状
態
セ



も
明
か
に
す
る
甲
」
ぜ
を
得
る
の
で
あ
る
。

設
立
貸
借
調
照
表
は
此
の
設
立
財
産
目
銀
を
基
本
ざ
し
て
作
成
せ
ら
れ
る
設
立
嘗
初
に
於
打
る
企
業
の
財
産
航

態
及
び
責
本
版
態
の
綜
括
的
表
で
あ
る
。
財
産
目
録
が
財
産
の
精
細
な
る
、
個
々
の
財
産
構
成
部
分
を
明
か
に
す

る
所
の
組
目
録
な
る
に
封
し
て
、
貸
借
調
照
表
は
財
産
及
び
資
本
の
綜
括
的
な
る
、
従
っ
て
財
産
に
閲
し
て
は
車

に
各
種
の
財
産
構
成
部
分
の
み
な
一
不
す
所
の
表
で
あ
る
。
例
へ
ば
商
品
ざ
一
千
晶
一
一
種
の
財
産
構
成
部
分
は
、
貸
借

封
照
表
じ
は
一
項
目
ご
し
て
掲
げ
ら
れ
る
を
以
て
通
常
ざ
す
る
。
之
に
反
し
て
財
産
目
録
に
於
て
は
業
の
詳
細
な

る
内
容
ど
明
か
に
し
、
数
種
乃
一
品
点
数
十
、
数
百
種
の
商
品
h
g
掲
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
師
し
て
貸
借
劉
照
表
上

に
於
て
商
品
、
例
へ
ば
一

O
、
0
0
0固
さ
云
ふ
一
項
目
を
掲
げ
る
矯
め
に
は
、
財
産
自
錐
に
於
け
る
詳
細
な
る

計
算
営
必
要
ご
す
る
甲
」
さ
言
ふ
を
侯
た
ざ
る
所
で
ゐ
る
。
此
の
一
例
に
依
ち
て
も
設
立
貸
借
劉
照
表
の
作
成
に
尉

産
目
録
の
作
成
を
必
要
さ
す
る
こ
ご
明
か
で
あ
る
。

次
に
財
産
目
録
は
其
の
内
容
を
企
業
の
財
産
に
限
る
。
商
法
に
所
謂
動
産
、
不
動
産
、
債
権
、
債
務
、
其
の
他

の
財
産
で
あ
る
。
此
所
に
財
産
さ
は
上
に
列
翠
し
た
る
項
目
に
依
り
て
明
か
な
る
却
〈
、
積
極
財
産
(
A
)
及
び
消

極
財
産
(
P
)
を
包
含
す
る
Q

之
に
劃
し
て
、
貸
借
掛
照
表
は
財
産
の
外
に
責
本
を
其
の
必
要
快
〈
ぺ
か
ら
ぎ
る
一
内
容
さ
す
る
。
資
本
を
掲

ぐ
る
に
因
り
て
初
め
て
借
方
貸
方
の
権
衡
を
得
、
此
所
に
貸
借
封
照
表
は
成
立
す
る
の
で
ゐ
る
。

〉

H
-
v
+同
州
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記
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出
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言命
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主事

務
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簿
記
白
出
費
に
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け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

i¥. 

な
る
貸
借
劃
照
表
方
程
式
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
の
貸
借
調
照
表
に
於
げ
る
K
は
如
何
に
し

τ決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
。

財
産
目
録
は
其
の
内
容
を
財
産
印
ち
A
及
び
P
の
範
固
に
限
る
が
故
に
、
財
産
目
録
の
作
成
よ
り
生
や
る
営
然

の
結
果
は
亦
A
及
び
P
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
A
及
び
P
の
構
成
部
分
は
之
を
個
別
的
に
捕
提
し
認
識

し
且
つ
計
算
し
評
慣
す
る
こ
さ
そ
得
る
所
の
存
在
で
あ
る
。
個
別
的
、
具
瞳
的
存
在
を
有
す
る
債
値
で
あ
る
。
者

し
然
ら
す
さ
せ
は
、
財
産
目
録
の
作
成
を
行
ひ
、
A
及
び
P
の
各
構
成
部
分
を
財
産
目
録
上
の
一
項
目
ぜ
し
て
掲
ぐ

る
こ
ぜ
」
は
、
全
然
不
可
能
ご
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
理
で
ゐ
る
。

積
極
財
産
の
合
計
よ
り
消
極
財
産
の
合
計
を
差
引
け
ば
、
純
財
産
却
も
企
業
主
仁
蹄
属
す
べ
き
正
味
財
産
が
算

出
せ
ら
れ
る
。
是
れ
印
ら
資
本
K
で
あ
る
。
今
此
の
閥
係
を
式
に
て
一
示
せ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。

〉

l
H
ν
H
穴

此
の
方
程
式
を
帯
し
て
財
産
目
録
方
程
丸
又
は
資
本
方
程
品
さ
云
ふ
。
財
産
日
銀
固
有
の
内
容
は
此
の
式
の
左

側
で
あ
る
。
右
側
の
K
は
左
側
に
於
け
る
計
算
の
結
果
ご
し
て
生
じ
た
る
計
敷
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
財
産
計
算
の

結
果
ざ
し
て
生
じ
た
る
一
つ
の
残
高
で
あ
る
。

此
の
如
く
財
産
目
録
方
程
式
に
於
げ
る
K
の
性
質
は
、
左
側
に
於
け
る
財
産
の
計
算
、
即
ち
財
産
目
録
作
成
の

結
果
よ
り
生
じ
た
る
第
二
夫
的
の
計
算
的
存
在
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
こ
ご
明
か
で
あ
る
が
、
此
の
同
一
の
方
程
式
を

1) Die Inventargleichung， 
2) Die Kapit叫gIeichullふ



特
に
資
本
方
程
式
ご
帯
す
る
所
以
は
、
簿
記
に
於
て
資
本
K
の
地
位
が
最
も
重
要
な
る
が
故
で
あ
る
。

今
こ
の
財
産
目
録
方
程
式
の
形
式
を
少
し
く
盤
や
れ
ば
、
先
に
示
し
た
る
貸
借
掛
照
方
程
式

〉

H
-
M
+
内

を
得
る
。
此
の
場
合
に
於
て
各
項
殊
に
P
の
性
質
が
轄
項
に
因
り
て
一
接
す
る
が
如
き
こ
さ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

此
の
事
は
K
に
就
い
て
も
亦
同
じ
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
企
業
設
立
の
時
じ
於
け
る
貸
借
掛
照
表
は
、
財
産
に
悲
き
て
作
成
せ
ら
れ
、
其
の
内
容
た
る
A
、

p
、
に
も
亦
そ
の
決
定
は
先
に
財
産
目
録
に
於
て
潟
さ
れ
.
之
を
第
二
次
的
に
貸
借
剖
昭
一
表
上
に
掲
ぐ
る
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
此
等
の
.
項
目
の
性
質
、
財
産
の
性
質
及
び
費
本
の
性
質
は
既
仁
財
産
日
銀
の
作
成
の
際
に
於
て
、

決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
さ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

企
業
設
立
営
初
に
於
げ
る
簿
記
の
最
初
の
記
録
材
料
た
る
A
、
p
、
K
は
、
先
づ
第
一
に
財
産
目
録
の
作
成
に

依
り
て
A
及
び
P
の
各
構
成
部
分
が
決
定
せ
ら
れ
、
之
に
依
り
て
A
及
び
P
の
大
き
さ
が
算
定
せ
ら
れ
、
然
る
後

A
よ
り
p
e
T
差
引
き
た
る
計
算
的
結
果
さ
し
て
K
が
決
定
せ
ら
れ
る
こ
さ
上
遁
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
に
財
産
目

銭
の
作
成
、
衣
い
で
第
二
に
貸
借
関
照
表
の
作
成
の
順
序
で
あ
る
。
財
産
1
1
i
A
及
び

p
l
l先
づ
決
定
し
、
然

る
後
仁
資
本

l
k
lが
算
定
せ
ら
れ
る
。
是
れ
貰
際
上
及
び
理
論
上
営
然
の
順
序
で
あ
る
。

簿
記
の
出
費
に
於
け
る
一
問
題

3命

叢

第
三
十
一
巻
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第
一
蹴

7L 



:晶

叢

第
三
十
一
巻

O 

，~ 

~~Ik 

O 

簿
記
白
出
授
に
於
げ
る
一
問
題

然
る
に
此
の
如
、
一
き
計
算
の
順
序
営
顧
み
や
、
対
産
目
録
の
作
成
を
無
現
し
、
企
業
の
設
立
あ
れ
ば
直
に
設
立
貸

倍
野
照
表
の
成
立
あ

h
f」
断
定
す
る
者
ゐ
る
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
蓋
し
企
業
の
設
立
形
棺
の
軍
紳
な
る
場
合
の

み
を
考
慮
に
容
れ
て
簿
記
の
出
愛
を
説
明
す
る
こ
ご
が
普
通
な
る
が
故
で
あ
ら
う
。
然
ら
ざ
れ
ば
此
の
脇
係
に
関

す
る
椴
討
の
米
行
精
密
な
ら
ざ
る
に
閃
る
も
の
で
ゐ
ら
う
。

企
業
設
立
の
最
も
問
単
純
な
る
形
態
は
現
金
設
立
で
あ
る
。
例
へ
ば
蕊
に
或
個
人
が
現
金
一

-J
、
0
0
0
闘
を
資
本

ざ
し
て
或
企
業
ど
開
始
し
た
る
場
合
を
限
定
す
れ
ば
、
北
の
場
合
企
業
の
設
立
営
初
に
於
け
ゐ
企
業
の
財
産
及
び

資
本
の
扶
態
は
極
め
て
軍
純
に
し
て
明
瞭
で
あ
、
旬
、
特
に
財
産
目
録
の
作
成
な
る
手
績
に
依
h
ノ
て
財
産
を
計
算
決

定
し
u

然
る
後
財
産

ι白
り
て
資
本
営
計
算
決
定
す
る
が
如
き
こ
さ
は
、
賓
際
的
に
考
へ
れ
ば
.
全
然
問
題
に
な

ら
な
い
所
で
あ
る
。
蓋
し
現
金
一

O
、
0
0
0固
よ
り
成
る
財
産
さ
、
之
に
由
り
て
明
か
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
費
本

一
O
、
0
0
0同
さ
が
直
に
何
等
の
手
積
、
計
算
金
侯
穴
や
し
て
、
企
業
の
設
立
ご
共
に
分
明
せ
る
が
故
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
理
論
上
よ
り
考
へ
れ
ば
.
猶
こ
の
場
合
に
於
て
も
設
立
財
産
目
録
を
作
成
し
、
之
に
依
り
て
先
づ

財
産
の
状
態
を
決
定
し
、
然
る
後
此
の
如
、
き
財
産
日
銀
に
ま
き
設
立
貸
借
劃
照
表
を
作
成
す
る
も
の
さ
解
す
べ
き

で
ゐ
る
。

郎
ち
上
例
を
以
て
財
産
自
鏡
を
作
成
す
れ
ば
次
の
如
し
。

設
立
財
産
目
録



一
、
積
極
財
産
(
資
産
)
の
部

一
、
現

ぅ~::

金
一

O
、む

C
C国

二
、
消
極
財
産
(
負
債
)
の
部

無

し

差
引
残
高

責

本

金
一
へ
J

、0
0
0岡

術
ほ
之
を
財
産
日
銀
方
程
式
¢
形
式
仁
て
示
せ
ば
弐
の
如
し
。

~l;' 

f，j 

，--〆可

一
さ
き
。
ー

o 

P
が
零
で
あ
る
か
ら
、
之
を
取
除
け
ば
、
究
の
却
く
な
る
。

〉

ζ〉。守4
Cコ〆 1
o 
、~・・-

o 
g 

11 

此
の
式
の
み
を
見
る
さ
き
は
、
資
本
K
が
差
引
残
高
で
あ
る
こ
さ
、
其
の
成
立
上
一
つ
の
計
算
的
大
き
さ
で
あ
り

抽
象
的
債
値
で
あ
る
こ
さ
を
了
解
す
る
は
困
難
で
あ
ら
う
。
併
し
夫
れ
は
唯
軍
に
P
の
零
な
る
特
別
の
場
合
な
る

が
故
で
あ
る
。
完
全
な
る
一
般
的
の
閥
係
を
示
す
も
の
は
、
上
記
の
〉
l
-
v
H
-円
で
あ
り
、
之
に
依
り
て
K
の一

般
的
の
本
質
を
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

Z曲
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簿
記
の
出
費
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於
け
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一
問
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第
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十
一
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叢

簿
記
の
出
資
に
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け
る
一
問
題

第
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十
一
巻

第
一
一
探

次
に
此
の
財
産
日
銀
じ
依
り
て
設
立
貸
借
劃
照
表
を
作
成
す
れ
ば
突
の
如
し
。
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尚
之
セ
方
程
式
に
て
示
せ
ば
究
の
如
し
。
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〈コ

十

此
の
如
く
に
し
て
決
定
し
た
る
企
業
設
立
営
初
の
財
産
斌
態
即
も
現
金
一

O
、
0
0
0国
よ

h
成
る
所
の
財
産

及
び
責
本
金
一

O
、
0
0
0
園
よ
り
成
る
所
の
資
本
股
熊
を
、

簿
記
は
勘
定
形
式
に
依
h
て
記
銑
す
る
。
郎
中
h
J
E
衣

の
如
し
。
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五

以
上
遁
ぺ
た
る
所
に
依
hJ
て
明
か
な
る
如
く
、
企
業
の
設
立
あ
れ
ば
業
所
に
必
中
財
産
T
」
資
本
さ
の
成
立
を
見
、

簿
記
は
葉
の
出
援
に
於
て
必
や
此
の
如
き
財
産
の
記
録
さ
此
の
如
き
責
本
の
記
録
さ
を
な
す
こ
ー
と
を
要
す
る
。
郎

も
之
営
ぞ
れ
ハ
¥
の
勘
定
形
式
に
依
h
ノ
て
記
錬
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
於
て
財
産
目
録
の
作
成
に
依
ち
て

先
づ
第
一
に
財
産
殊
に
財
産
構
成
部
分
が
決
定
せ
ら
れ
、
次
い
で
財
産
に
由
、
り
て
資
本
が
決
定
す
る
。
故
に
簿
記

が
企
業
設
立
嘗
初
の
記
入
を
葉
の
勘
定
形
式
に
於
て
行
ふ
に
方
ム
り
で
は
、
財
産
目
録
の
作
成
に
依
h
て
奥
へ
ら
れ

た
る
財
産
及
び
資
本
を
直
接
に
記
入
す
れ
ば
可
い
理
で
あ
る
。
特
に
誕
の
中
間
仁
貸
借
問
照
表
が
介
在
し
、
簿
記

の
記
録
が
必
ず
此
の
貸
借
掛
照
表
を
基
本
ご
し
て
演
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
無
い
の
で
は
な
か
ら
う

か
。
勿
論
こ
の
場
合
に
於
て
商
法
第
二
十
六
保
の
規
定
あ
る
が
鴻
め
仁
、
商
人
は
開
業
の
時
、
舎
祉
は
設
立
整
記

の
時
に
財
産
自
銑
及
び
貸
借
掛
照
表
を
作
成
す
る
こ
さ
を
要
す
る
は
明
か
で
あ
る
。

又
貸
借
掛
照
表
が
簿
記
固
有
の
形
式
た
る
勘
定
形
式
で
ゐ
る
こ
さ
、
従
っ
て
貸
借
封
照
表
に
記
載
せ
ら
れ
た
る

財
産
及
び
責
本
の
諸
項
目
を
簿
記
が
其
の
一
克
帳
勘
定
に
記
入
す
る
さ
き
は
.
実
の
間
何
等
の
考
慮
を
重
ぬ
る
こ
さ

無
し
に
勘
定
記
入
を
行
ひ
得
る
の
利
盆
あ
る
こ
ご
は
、
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
之
、
貸
借
劃
照
表
が

企
業
の
財
政
状
態
の
綜
括
的
表
ざ
し
て
、

一
表
の
中
に
一
目
瞭
然
た
る
形
式
に
於
て
企
業
の
財
産
の
各
種
構
成
部

分
及
び
資
本
の
航
態
を
表
示
す
る
こ
さ
、
従
っ
て
各
個
財
産
構
成
部
分
に
関
す
る
借
り
に
詳
細
な
る
計
算
記
録
た

Z命

叢

簿
記
の
出
授
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

第
一
披



さム

雨間

叢

簿
記
白
出
資
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

四

第

宝探

凹

る
財
産
目
録
に
比
し
て
、
蓮
に
曾
計
技
術
的
で
あ
り
、
此
の
賭
じ
於
て
特
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
ζ

さ
も
亦
、

之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

併
し
な
が
ら
此
等
の
諸
賭
は
唯
軍
に
貸
借
封
照
表
が
簿
記
の
瞳
系
に
特
有
な
る
計
算
記
録
の
形
式
た
る
勘
定
形

式
を
以
て
其
の
形
式
さ
な
し
、
簿
記
の
糟
系
に
於
け
る
勘
定
記
入
の
原
則
に
依
り
て
其
の
借
方
貸
方
の
項
目
セ
記

載
す
る
も
の
で
あ
h
.
従
っ
て
其
れ
故
仁
簿
記
技
術
的
の
特
徴
さ
長
所
芯
セ
有
す
る
ご
云
ふ
一
事
に
師
著
す
る
の
一

み
で
め
ゐ
。
此
の
事
に
依
h
七
、
直
に
貸
借
封
昭
一
表
殊
に
某
の
市
万
貸
方
の
柄
欄
を
有
す
る
形
式
i
t
-
-

勤
定
形
式

ー
ー
が
貸
借
勢
照
表
固
有
の
形
式
ご
し
て
先
づ
前
に
生
成
費
達
し
、
簿
記
の
計
算
記
録
殊
に
勘
定
形
式
に
依
る
計

賞
記
録
の
開
系
た
る
簿
記
は
、
此
の
如
き
貸
借
封
照
表
固
有
の
形
式
を
踏
襲
し
、
貸
借
封
照
表
よ
り
以
後
に
於
て

愛
達
し
京
市
れ
る
も
の
で
あ
る
ぜ
断
定
す
る
は
、
=
一
日
ふ
迄
も
な
く
不
可
能
で
ゐ
る
。

勘
定
形
式
な
る
も
の
は
簿
記
の
瞳
系
の
禁
達
に
於
て
先
づ
前
に
生
成
し
た
る
も
の
で
あ
る
か
。
或
は
然
ら
や
し

て
.
貸
借
担
割
照
表
が
先
づ
前
に
勘
定
形
式
を
以
て
生
成
し
た
る
も
の
で
あ
る
か
。
執
れ
が
前
、
執
れ
が
後
で
あ
る

か
。
或
は
叉
簿
記
の
瞳
系
の
愛
建
の
最
初
よ
り
、
貸
借
封
照
表
は
簿
記
の
出
接
結
に
於
て
努
頭
第
一
の
勘
定
形
式

芝
し
て
存
在
し
た
る
も
の
で
あ
る
か
。
或
は
然
ら
や
し
て
、
貸
借
封
照
表
は
元
来
簿
記
の
糟
系
に
於
て
他
の
諸
勘

定
の
計
算
記
録
の
最
後
の
結
果
さ
し
て
産
出
し
た
る
勘
定
で
あ
る
か
。
此
の
問
題
は
簿
記
後
達
の
歴
史
的
事
責
に

基
い
て
沿
輩
的
に
研
究
す
る
に
非
.
ざ
れ
ば
、
解
決
す
る
こ
さ
を
得
ぎ
る
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
是
れ
本
論
文
仁
於



け
る
第
二
の
問
題
で
あ
る
。

ー晶圃
~、

然
る
に
此
の
問
題
に
就
き
簿
記
の
費
蓮
史
が
指
示
す
る
所
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
o

簿
記
殊
じ
複
式
簿
記
の
起
源
及
び
愛
達
が
中
世
イ
タ
ηノ

I
商
業
都
市
に
於
て
在
り
た
る
噌
』
ど
は
、

る
所
で
あ
る
。
又
一
四
九
四
年
グ

T
一
ス
に
出
版
せ
ら
れ
た
る

一
般
の
認
む

HL戸
E
E
C
c
r
の
著
∞
5
5
r戸《
}
C
h
r
・-
F
B
E
n
-
u

。πcE
n丹江
h
r
H
J
d
-
E
ユE
口
一
日
町
円
。
℃
C
コ一

2
5一
-c
な
る
数
単
書
の
一
節

-

H

)

P
い

円

C
E
-
-同
E

2

5
宮
=
コ
訟
が
最
初
の

簿
記
書
な
る
，
}
ぜ
も
亦
一
一
般
の
詔
む
る
所
で
わ
る
。

今
中
世
イ
タ

y
1
商
業
都
市
仁
於
て
複
式
簿
記
が
漸
次
生
成
し
た
る
経
路
を
討
究
す
る
仁
、
其
の
萌
芽
は
最
初

銀
行
の
合
計
帳
簿
に
於
げ
る
顧
客
の
勘
定
相
互
間
の
貸
借
振
替
記
入
に
援
し
、
失
い
で
此
の
貸
借
振
替
記
入
即
ち

貸
借
複
式
記
入
の
方
法
が
商
業
の
舎
計
帳
簿
じ
用
ひ
ら
る
、
に
及
び
、
漸
次
複
式
記
入
に
ま
く
簿
記
即
ち
複
式
簿

記
が
其
の
完
成
を
見
る
に
至
ち
た
る
も
の
、
加
〈
で
あ
る
。
而
し
て
貸
借
振
替
記
入
の
方
法
は
フ
ロ

1
レ
シ
ス
に

於
て
最
も
早
く
愛
達
し
た
る
も
の
、
如
く
、
岡
市
の
一
銀
行
の

一
年
の
帳
簿
に
於
て
既
に
之
を
見
た
の
で

あ
る
。
此
の
場
合
に
は
車
に
顧
客
の
勘
定
相
互
間
の
み
に
止
っ
て
ゐ
た
が
、
女
い
で
之
れ
が
商
業
の
曾
計
帳
簿
に

用
ひ
ら
る
、
に
及
ん
で
は
、
人
的
勘
定
の
外
に
物
的
勘
定
殊
に
損
益
勘
定
を
も
設
け
、
此
等
の
勘
定
の
間
に
凡

τ

同
一
記
入
法
が
行
は
る
、
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
同
じ
く
ア
官

1
V
ン
ス
の
児
一
三
2
0
貯

}
E
F
-
-
]
2
E
-商

5命

叢

簿
記
の
出
委
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

五

第

君主
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論

叢

拙
明
記
白
出
品
且
に
於
け
る
一
問
題

第
一
一
一
十
一
巻

六

第
一
波

_Lーノ、

曾
の
一
二
九
七
年
の
帳
簿
に
於
て
葉
の
例
を
見
る
の
で
あ
る
。
此
の
揮
の
簿
記
法
は
第
十
三
世
紀
末
よ
り
第
十
四

世
紀
初
に
於
け
る
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
商
業
帳
簿
に
行
は
れ
た
る
所
で
あ
る
。

此
の
如
く
複
式
記
入
の
方
法
が
、
最
初
は
人
的
勘
定
の
聞
に
、
次
い
で
物
的
勘
定
及
び
損
盆
勘
定
に
ち
用
ひ
ら

る
、
に
歪
り
た
る
は
、
複
式
簿
記
の
組
織
が
漸
失
そ
の
完
成
に
近
づ
き
つ
、
あ
る
こ
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

其
の
完
成
に
は
向
ほ
約
竿
世
紀
を
要
し
た
る
も
の
、
加
〈
で
あ
る
o

郎
ち
現
今
保
存
せ
ら
れ
て
あ
る
最
古
の
複
式

簿
記
の
帳
簿
は
ヂ
ェ
ノ
ア
市
膳
の
曾
計
帳
講
じ
し
て
一
三
四

O
年
の
も
の
で
あ
る
。
的
仕
業
の
以
前
の
曾
計
幅
簿

は
前
年
町
も
一
三
三
九
年
の
火
災
に
因
り
て
焼
失
し
、
又
一
二
七
八
年
の
も
の
じ
は
複
式
簿
記
の
片
影
す
ら
認
め

得
な
い
さ
一
苫
ム
ヮ
ヂ
ェ
ノ
ア
に
究
い
で
古
き
複
式
簿
記
帳
簿
の
保
存
せ
ら
れ
て
ゐ
る
は
、
グ
ェ
品
ス
で
あ
る
。
而

し
て
此
の
場
合
が
複
式
簿
記
生
成
の
沿
革
上
特
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
ご
は
、
業
の
商
業
の
曾
計
帳
簿
な

る
こ
芝
、
及
び
同
一
商
曾
の
帳
簿
じ
於
て
複
式
簿
記
の
完
成
し
た
る
も
の
芝
、
稿
不
完
全
な
る
も
の
さ
を
併
せ
有

す
る
ζ

ぎ
で
あ
る
。
郎
ち
り
。
ロ
邑
。

ω
C
E
R
o
兄
薦
商
舎
の
新
信
二
種
の
商
業
帳
簿
に
し
て
、
奮
帳
簿
は
一
四
一

O
年
よ

b
一
四
一
六
年
じ
百
一

b
、
新
帳
簿
は
一
四

O
六
年
よ
り
一
四
三
四
年
に
亘
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
奮
帳

簿
は
未
だ
接
達
の
中
途
に
ゐ
る
不
完
全
な
る
複
式
簿
記
法
に
依
れ
る
も
の
に
し
て
、
商
品
買
上
損
盆
を
綜
合
損
盆

勘
定
へ
記
入
す
る
こ
さ
無
く
、
綜
A
ロ
損
盆
勘
定
及
び
資
本
金
勘
定
を
挟
〈
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
新
帳
簿
は
完

成
し
た
る
複
式
簿
記
に
依
れ
る
も
の
に
し
て
、
綜
合
損
盆
勘
定
あ
り
責
本
金
勘
定
ゐ

b
、
商
品
勘
定
よ
り
商
品
費



上
損
盆
を
綜
合
損
盆
勘
定
へ
振
替
へ
、
之
じ
依
り
て
商
品
勘
定
を
締
切
る
を
得
る
こ
さ
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
越
〈
た
る
如
く
.
複
式
簿
記
の
成
立
は
勘
定
形
式
に
依
る
特
殊
な
る
計
算
記
録
の
組
織
ぎ
し
て
、
イ
タ

p

ー
商
業
都
市
に
於
げ
る
商
業
じ
於
て
漸
次
後
達
し
、
第
十
五
世
紀
の
初
に
は
障
に
其
の
完
成
を
見
る
に
至
れ
る
こ

さ
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
複
式
簿
記
の
組
織
は
買
に
其
の
計
算
記
録
に
特
有
な
る
形
式
た
る
勘
定
形
式
が
企
業
の

曾
計
の
全
部
分
じ
豆
り
て
用
ひ
ら
る
、
に
至
り
て
初
め
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
勘
定
形
式
的
ち
勘
定
を
離
れ
て

簿
記
の
成
立
又
は
一
般
に
簿
記
を
考
へ
る
こ
之
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
も
勘
定
が
簿
記
に
於
て
最
初
用
ひ
ら
れ
た

ゐ
は
銀
行
業
に
於
け
る
顧
客
に
闘
す
る
計
算
託
銀
の
方
法
ど
し
て
Y
あ
h
w
人
的
勘
定
で
ゐ
る
。
衣
い
で
商
品
買

質
業
の
曾
計
に
於
て
人
的
勘
定
の
外
に
物
的
勘
定
、
損
盆
勘
定
の
発
達
を
見
る
に
至
γ

り
、
還
に
企
業
の
曾
計
の
金

部
分
に
一
日
一
り
て
勘
定
の
設
定
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

失
に
円

z
g
E
h
E
-
の
著
書
に
就
き
、
此
の
賠
に
闘
す
る
詑
越
を
見
る
に
、
業
の
第
一
編
を
「
財
産
目
録
」
さ

題
し
、
簿
記
の
記
録
の
出
費
に
際
し
、
先
づ
第
一
に
商
人
の
潟
す
ぺ
き
事
は
紳
の
名
に
於
て
仕
事
を
開
始
す
る
こ

さ
で
あ
る
か
ら
.
凡
て
の
書
類
の
最
初
に
は
紳
の
名
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
衣
仁
一
彼
の
潟
す
ぺ
き
事
は

詳
細
な
る
財
産
目
録
の
作
成
で
あ
る
さ
な
し
、
其
の
作
成
方
法
に
闘
し
詳
細
な
る
説
明
を
な
し
て
ゐ
る
。
又
簿
記

に
閥
す
る
説
明
殊
に
簿
記
の
帳
簿
に
闘
す
る
説
明
に
於
て
も
、
簿
記
の
最
初
の
記
録
は
、
財
産
目
録
よ
L
Y
仕
轄
幌

へ
其
の
総
て
の
項
目
を
一
つ
一
つ
記
入
す
る
こ
さ
で
あ
り
、
究
い
で
仕
鐸
幌
よ
ム
リ
元
帳
へ
之
を
輔
記
す
る
こ
芯
で

論

叢

簿
記
白
山
間
帯
棋
に
於
け
る
一
問
題

七

第
三
十
一
巻

七

第
一
披

前損害第一、第二、第三章。1) 



論

叢

簿
記
白
出
品
院
に
於
け
る
一
問
題

第
一
披

/¥. 

第
三
十
一
巻

あ
る
こ
さ
を
遁
ぺ
て
.
業
の
詳
細
な
る
説
明
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
も
。
然
る
仁
実
の
極
め
て
精
細
な
る
説
明
の

/¥. 

中
に
於
て
、
貸
借
調
照
表
に
闘
す
る
記
謹
は
る
一
く
之
を
快
く
の
で
あ
る
。
況
や
簿
記
の
出
費
に
於
て
設
立
財
産
目

錐
の
作
成
じ
-
次
い
で
設
立
貸
借
艶
照
表
を
作
成
し
、
簿
記
の
勘
定
記
入
が
此
の
如
き
設
立
貸
借
封
照
表
を
基
本
さ

し
て
行
は
る
、
が
如
き
こ
さ
じ
於
て
を
や
。

此
等
の
事
買
に
操
っ
て
考
へ
る
さ
き
は
、
簿
記
殊
じ
複
式
簿
記
の
援
連
既
に
成
ム
リ
、
之
に
闘
す
る
組
織
的
著
述

の
現
れ
た
る
営
時
に
於
て
、
貸
借
封
照
表
な
る
も
の
が
簿
記
の
組
織
中
に
存
在
せ

5
b
し
『
~
芯
は
明
か
で
わ
る
。

殊
に
簿
記
の
出
畿
に
於
て
貸
借
封
照
表
が
作
成
せ
ら
る
、
が
如
き
こ
ぜ
は
営
時
に
於
て
は
金
然
考
へ
ら
れ
な
か
っ

た
事
で
ゐ
る
。

七

複
式
簿
記
生
成
営
時
の
簿
記
組
織
中
に
貸
借
封
照
表
の
存
在
せ
ざ
り
し
事
は
、
前
節
遁
ぺ
た
る
所
に
依
b
て
明

か
で
あ
る
が
、
宵
ほ
他
方
に
於
て
貸
借
劃
照
表
が
簿
記
殊
に
複
式
簿
記
の
組
織
よ
り
後
に
至
り
て
産
れ
出
で
た
る

も
の
な
る
事
も
亦
疑
な
き
所
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
此
の
貼
を
側
面
よ
り
謹
明
す
る
も
の
は
、
英
米
に
於
げ
る
貸
借
劃
照
表

l
F
-
E
B
m
-
5巳
l
i

の
惇
統
的
定
義
で
あ
る
。
英
幽
舎
計
皐
界
の
一
大
権
威
た
る

]UEq
は
F
E
D
n
m
宮
町
内
門

下
し
て
ゐ

L
。

の
定
義
を
次
の
如
く

同上第十章、第十四章。

Pixley， Francis Wil1ia田 Auditors. Their Duties and Responsibi1ities under 
the Companies Acts， Partnership Acts，品C. 12 Ed. London 1922・p.518. 
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a

〉
出
と
m
g
n
m
m
}
H
m
m仲
町

民

間

r己
主
、

巧}回目円

-
Z
ロ戸時口町

日ロ]℃}』mM-白田町内向門

C
『

nC]一四円民。=。へσhw-白-Z門巾♂mw-M仏
』

M

】

am和
-
-
}
汁

mwmgru』出向巴円宮戸Zmwσ山門円戸円一い
『

c
E】

色町ゲ件。『

寸と山
E
n
g
-
=
品
同
一
回
目
円
『
巾
岳
円
。
『
ケ
色
E
H
n
g
c
『
岳
町

c 
~炉、

円
]
困
問

-
戸町内}m2・C『HAm己的口』]♂
E
P
2
・
Z
H
町
内
口
口
己
=
F
E
e
-
H
C
『
出
=
円
}
】
σ
と
と
回
n
h
U
由
民
国
]
信
〈
叩
σ
m
h
u
口
門
「
m
富
田
『
目
2
・
而
〈
凶
円
。
己
百
円
山
口
〈
口
ロ
=
白

C
円
】
v
E
P
E
E
H
L
C
m
山
〉
R
C
Z
ロ
ゲ
=

即
ち
彼
は
貸
借
封
昭
一
表
を
以
て
集
合
損
盆
勘
定
作
成
後
に
於
け
る
元
帳
勘
定
の
借
方
建
高
及
び
貸
方
残
高
を
集

め
て
作
成
せ
ら
れ
允
る
残
高
表
で
あ
る
ぜ
な
し
、
複
式
簿
記
の
組
織
全
前
提
ぎ
な
せ
る
こ
ご
明
か
で
め
る
。
此
の

紺
脱
式
簿
記
を
前
提
ぜ
す
る
貸
借
劃
照
表
の
偉
統
的
定
義
は
、
雷
に
英
剛
曾
計
皐
者
の
通
話
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、

又
米
倒
に
於
げ
る
遁
設
さ
見
る
こ
マ
」
を
得
る
で
あ
ら
う
。
米
固
に
於
け
る
最
古
に
し
て
最
有
力
な
る
計
理
士
協
曾

-
H
m
〉
回
出
町
円
W
E
-
-
E
R
z
p
c
『
〉
n
n
c
=
=
S
口
宮
の
曾
計
術
語
特
別
委
員
動
に
依
り
後
表
せ
ら
れ
た
る
定
義
に

わ
い
る

於
て
、
特
に
其
の
複
式
簿
記
の
帳
簿
に
依
り
作
成
せ
ら
れ
た
る
こ
さ
を
必
要
芯
な
し
、
皐
式
簿
記
の
帳
簿
又
は
備

忘
録
に
依
り
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
同
種
の
表
た
る
「
資
産
負
債
蕊
」
ご
特
に
峻
別
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

A
1
悲
に
問
題
さ
す
る
所
は
、
此
の
如
き
貸
借
封
照
表
の
侍
統
的
定
義
の
是
非
を
論
議
批
判
せ
む
ご
す
る
仁
在
る

の
で
は
な
い
。
唯
此
の
如
き
侍
統
的
定
義
の
最
存
す
る
事
責
は
、
貸
借
掛
照
表
が
複
式
簿
記
の
組
織
よ
ふ
り
産
出
し

た
る
も
の
で
あ
る
事
を
側
面
よ

h
誼
明
す
る
も
の
な
る
が
散
仁
、
本
論
文
の
研
究
仁
劃
し
て
重
要
な
る
意
義
を
有

す
る
の
で
あ
る
。

E歯

簿
記
白
出
俊
民
於
け
る
一
問
題

叢

第
三
十
一
巻

丸

第

就

先

Tbe Special Com皿 1比tt臼eeon Accounting Tも《
of Accountants. 

3) Tbe Journal of Accounta旬cy.Vol. XXXVL NO.2 (1923) p. 142 
4) Statement of Assets and Liab日ities.

2) 



3骨

簿
記
の
出
震
に
於
け
る
一
問
題

O 

叢

第
三
寸
一
巻

第

茸宮

O 

同
時
に
叉
こ
の
定
義
は
、
所
調
貸
借
劃
照
表
は
複
式
簿
記
の
最
後
の
結
果
ざ
し
て
、
決
算
に
於
て
元
帳
勘
定
の

残
高
の
綜
め
ら
れ
た
る
も
の
さ
し
て
生
十
る
も
の
な
る
事
を
明
か
に
示
す
。
従
っ
て
其
の
反
面
に
於
て
貸
借
調
照

表
が
簿
記
の
出
後
に
於
て
、
簿
記
の
一
喝
帳
勘
定
の
記
録
の
基
本
注
し
て
作
成
せ
ら
右
、
も
の
に
非
ゲ
る
事
を
明
か

に
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
此
の
場
合
に
於
て
所
謂
貸
借
調
照
表
さ
は
決
算
貸
借
劉
照
表
で
あ
っ
て
、
設

立
貸
借
劃
照
表
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
設
立
貸
借
劃
照
表
は
全
〈
考
へ
ら
れ
て
な
い
の
で
あ
る
。

此
の
最
後
の
貼
は
特
に
重
.
凧
究
な
る
意
義
、
内
容
を
拙
概
す
る
。
何
ど
な
れ
ば
此
の
事
は
貸
借
判
照
表
の
形
式
が
掛
川

記
に
於
げ
る
勘
定
形
式
に
由
来
す
る
こ
さ
を
明
か
に
す
る
の
み
な
ら
十
.
又
貫
に
貸
借
劃
照
表
が
元
来
複
式
簿
記

に
於
け
る
決
算
獲
高
乱
定
で
あ
る
こ
さ
を
指
示
す
る
を
以
て
Y
あ
る
。
貸
借
費
照
表
は
元
来
簿
記
の
技
術
的
要
求

に
基
き
、
唯
翠
に
簿
記
の
元
帳
勘
定
繍
切
の
目
的
の
震
め
に
、
簿
記
組
糟
中
に
於
け
る
一
の
勘
定
|
|
決
算
残
高

勘
定
ー
ー
さ
し
て
生
成
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
研
一

E
S
の
言
へ
る
如
〈
己
貸
借
封
照
表
は
其
の
形
式
が
先
づ
決
定

し
‘
(
勘
定
ざ
し
て
)
複
式
簿
記
の
中
に
其
の
地
位
を
占
め
、
其
の
貫
質
に
は
後
に
至
っ
て
種
々
盤
化
を
生
じ
た
の

で
あ
る
。

決
算
残
高
勘
定
は
英
米
の
簿
記
に
於
て
は
久
し
き
以
前
よ
り
其
の
存
在
を
失
ひ
、
従
っ
て
我
園
の
簿
記
に
於
て

も
通
常
顧
み
ら
れ
ぎ
る
所
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
ド
イ
ツ
の
簿
記
じ
於
て
は
今
猶
ほ
之
を
保
存
し
、
情
ほ
決
算
残

高
勘
定
の
外
に
他
の
一
つ
の
蔑
高
勘
定

!
l開
業
又
は
開
帳
残
高
勘
申
む
を
も
使
用
す
る
。
此
等
二
種
の
蔑
高
勘
定

der 

1) Schlussbil叩 zkonto;又単に Bilanzkonto.Closi叫 BalaoceAccount; Balance 
Account. 
2) Simon. Hermann Veit; Die Bilanzen der Akt:iengesellschaften und 
Ku皿manditgesellschaftenauf Aktien. 3・Aull.BerJ旧 18日9・S.31. 

Ero庁hungsbilanzkonto;Opening Balance Accouut 



の
起
源
は
、
論
理
的
の
憶
測
じ
従
へ
ば
、
二
者
時
を
同
じ
く
し
な
け
れ
ば
な
い
笹
で
あ
り
.
然
も
開
業
は
決
算
に

先
立
つ
が
故
に
開
業
残
高
勘
定
の
使
用
は
決
算
藤
高
勘
定
の
使
用
よ
り
も
先
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

然
る
に
事
貫
は
全
く
此
の
反
封
で
あ
っ
て
、
決
算
残
高
勘
定
の
使
用
は
頗
る
古
く
、
元
来
唯
残
高
勘
定
さ
言
へ
ば

直
に
決
算
残
高
勘
定
を
意
味
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
開
業
残
高
勘
定
の
使
用
は
比
較
的
後
世
に
属
す
る
も

の
、
如
し
。

貸
借
劃
照
表
の
原
形
た
る
決
算
残
高
勘
定
郎
も
残
高
勘
定
の
使
用
は
慨
に
複
式
簿
記
生
成
の
初
期
仁
艇
で
行
は

れ
た
る
事
買
で
あ
る
。
上
に
第
六
節
に
謹
ぺ
た
る
一
三
四
O
年
の
ヂ
且
ノ
ア
市
鹿
の
曾
計
帳
簿
、
及
び
グ
品

ス

商
人
の
グ
ラ
シ
ツ

1
商
舎
の
新
奮
二
種
の
商
業
帳
簿
に
は
獲
高
勘
定
な
〈
、
又
バ
チ
ョ

P
の
簿
記
書
(
一
四
九
四

-
一
ス
の
商
人
j

F

バ

y
J引
の
商
業
帳
簿
(
一
四
三

0
1
四
O
年
)
に
於

に
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
閉
じ
く
グ
五

て
は
一
四
三
四
年
残
高
勘
定
を
設
定
し
、
又
一
四
四

O
年
帳
簿
更
新
の
時
第
二
回
目
に
残
高
勘
定
を
設
定
し
た
さ

云
ム
。
又
バ
チ
ヨ

y
に
衣
ぎ
且
つ
彼
ざ
共
に
後
世
の
簿
記
書
の
粧
典
を
成
し
た
る
冨
μ
ロN
。
口
一
の
著
書
(
一
五
五
四

年年

に
も
残
高
勘
定
な
し
さ
云
ム
。

醗
っ
て
ド
イ
タ
に
於
げ
る
営
時
の
簿
記
の
後
遣
を
見
る
仏
、
其
の
最
初
の
簿
記
書
た
る

C
E
S
S
ヒ
2
A
E
m
r丘町一戸

F
E
n
-宮
『
)
の
著
ミ
田
富
山
門
-
5
m
m
m
n
F
2
H
Z
n
F
r
s・3
(

一
五
一
八
年
)
に
は
残
高
勘
定
な
き
も
の
、
。
c
豆
一
与
の
一

五
四
六
年
の
著
書
に
於
て
は
院
に
之
を
取
扱
ひ
、
・
次
い
で

F
r巧
町
一
門
戸
内
向
「
(
一
五
四
九
年
)
、
。

-BEmar-己目『(一

言命

叢

第
三
十
一
巻

第

競

簿
記
の
出
費
に
於
け
る
一
問
題

BaTbarigo. 
此白勘定を "Contosaldo de debitori e ereditori"と稀した。
Sie，reld時前掲論文、 318頁。
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E曲

叢

簿
記
白
出
費
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

第
一
波

五
七
O
K
T
)

・
∞
恒
三
E
5
(
一
五
九
二
年
)
、
。

s
a
g
M
(
一
五
九
四
年
)
等
の
著
書
に
於
て
之
を
取
扱
っ
た
。
地
の

如
く
決
算
残
高
勘
定
は
第
十
六
世
紀
末
に
は
既
に
簿
記
の
組
織
中
に
確
乎
た
る
地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
所
連
に
依
り
.
貸
借
封
照
表
の
原
形
た
る
決
算
残
高
勘
定
が
複
式
簿
記
の
組
織
中
に
於
て
帳
簿
締
切
の

際
元
帳
勘
定
の
残
高
を
綜
め
て
作
成
せ
ら
る
、
勘
定
さ
し
て
生
成
し
、
簿
記
畿
連
の
初
期
以
来
ぞ
の
存
在
を
有
し

た
る
こ
さ
明
か
で
あ
る
。

A 

以
上
の
詑
遁
に
依
り
て
衣
の
如
き
結
論
を
下
し
得
る
で
あ
ら
う
。

第
一
、
貸
借
封
照
表
が
簿
記
又
は
曾
計
の
始
で
あ
る
さ
云
ふ
見
解
は
贋
く
行
は
る
、
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
・
簿

記
又
は
曾
計
の
最
初
の
記
録
の
材
料
た
る
、
企
業
設
立
営
初
に
於
け
る
財
産
友
ぴ
資
本
の
諸
項
目
は
、
貸
借
封
照

表
に
掲
げ
ら
る
、
以
前
に
於
て
先
づ
財
産
目
録
作
成
の
手
舗
に
依
り
て
決
定
せ
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に

財
産
目
録
を
無
視
し
て
直
に
貸
借
掛
照
表
を
持
来
り
、
之
を
簿
記
又
は
舎
計
の
始
な
り
ど
な
す
事
は
正
確
な
る
詑
五
ι

明
さ
は
言
ひ
得
な
い
さ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
結
仁
闘
し
、
ス
プ
レ
イ
れ
は
貸
借
劃
照
表
の
作
成
方
法
問
前
F

ざ
し
て
二
種
を
匝
別
し
、
其
の
第
一
種
の
も
の
さ
し
て
財
産
目
録
法
を
耐
挙
げ
て
ゐ
ろ
。
併
し
な
が
ら
特
に
財
産
自
田
町

録
さ
貸
借
劃
照
表
さ
の
闘
係
を
明
確
に
説
明
す
る
こ
さ
は
英
米
の
曾
計
皐
仁
於
て
は
品
局
さ
れ
ざ
る
所
の
如
く
で
ゐ
知
加

る



第
二
、
貸
借
劃
照
表
を
簿
記
の
出
後
に
持
来
h
ノ
、
勘
定
形
式
の
貸
借
劃
照
表
を
先
づ
奥
へ
、
之
を
基
本
じ
し
て

簿
記
に
於
げ
る
元
帳
勘
定
の
設
定
及
び
勘
定
の
借
方
貸
方
の
記
入
を
説
明
す
る
方
法
は
、
教
授
措
定
し
て
極
め
て

有
致
で
あ
る
こ
芯
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
簿
記
又
は
舎
計
に
於
げ
る
貸
借
封
照
表
の
地
位

は
、
之
を
泊
草
的
に
考
謹
し
た
る
結
果
、
簿
記
が
前
に
在
h
，
、
貸
借
艶
照
表
は
後
に
在
る
。
簿
記
組
織
中
の
勘
定

の
一
芭
し
て
、
決
算
に
於
け
る
鶏
高
勘
定
芯
し
て
生
成
し
た
ゐ
も
の
が
、
貸
借
封
照
表
の
原
形
で
あ
る
こ
さ
を
確

め
得
た
の
で
あ
る
。

故
に
貸
借
封
照
表
が
簿
記
の
帥
粋
で
あ
る
さ
云
ふ
は
括
輩
的
に
正
し
い
吋
り
れ
J
e

も
、
之
を
以
て
簿
記
の
始
さ
な
す

は
此
の
意
味
に
於
て
は
正
し
〈
な
い
芝
一
百
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
法
の
規
定
に
基
き
設
立
財
産
目
録
及
び
設

立
貸
借
劃
照
表
を
作
成
す
る
を
要
す
る
ニ
芝
、
及
び
一
表
の
下
に
一
目
瞭
然
た
る
形
式
に
於
て
企
業
の
財
産
及
び

資
本
の
扶
鵡
を
分
類
し
排
列
し
て
貸
借
封
照
表
を
作
成
す
る
二
三
が
樫
替
上
有
用
又
は
必
要
な
る
こ
さ
は
、
之
を

認
'
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
企
業
設
立
営
初
に
於
て
貸
借
劃
照
表
を
作
成
し
、
従
っ
て
簿
記
の
始
に
貸
借
封

照
表
の
現
れ
る
こ
ど
も
亦
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
勘
定
形
式
が
簿
記
仁
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
又

貸
借
劃
照
表
が
簿
記
に
於
け
る
一
勘
定
ご
し
て
生
成
し
た
る
事
買
は
之
を
否
定
し
又
は
無
崩
し
で
は
な
ら
な
い
。

第
一
二
、
以
上
の
加
〈
、
簿
記
に
於
け
る
最
初
の
記
録
材
料
は
、
財
産
目
録
の
作
成
に
依
り
て
奥
へ
ら
れ
る
。
此

の
意
味
に
於
て
貸
借
封
照
表
は
簿
記
の
始
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
又
簿
記
に
於
け
る
決
算
獲
高
勘
定
ざ
し
て
生

成
し
た
る
も
の
が
貸
借
劃
照
表
の
原
形
で
あ
る
。
故
じ
此
の
意
味
に
於
て
も
貸
借
劃
照
表
は
簿
記
の
始
、
基
本
で

は
な
い
。
恰
も
其
の

E
反
劃
で
あ
る
c

論

議

簿
記
白
出
費
に
於
け
る
一
問
題

第
三
十
一
巻

第
一
競


